
平成２１年度事務事業項目別評価結果

必要性

49.67% 42.48% 6.54% 1.31%
76/153 65/153 10/153 2/153

70.19% 27.33% 1.86% 0.62%
113/161 44/161 3/161 1/161

目的妥当性

97.52% 2.48%
157/161 4/161

99.38% 0.62%
160/161 1/161

有効性

32.92% 55.90% 10.56% 0.62%
53/161 90/161 17/161 1/161

42.86% 15.53% 41.61%
69/161 25/161 67/161

効率性 Ａ　余地なし Ｂ　当面は余地なし Ｄ　かなり余地あり

26.71% 58.38% 14.91% 0.00%
43/161 94/161 24/161 0/161

公平性 Ａ　余地なし Ｂ　当面は余地なし Ｄ　かなり余地あり

41.62% 50.93% 6.21% 1.24%
67/161 82/161 10/161 2/161

その他 Ｃ　把握していない

16.02% 79.49% 4.49%
25/156 124/156 7/156

１．事業のニーズに変化
はありますか

A　増加傾向 にあ
る

B　変化してい ない
C　減少傾 向にあ
る

D　かなり 減少して
いる

２．町（行政）が 関与す
る必要性がありますか

A　町が主 体となる
必要がある

B　町以外 の主体で
実施できるが 町の
関与は 必要

C　町 も関与するが
関与の度合い を縮
小できる

D　町の関与のあ
り方を再検 討する

３．対象の設定は妥当
ですか

A　対象は現在の
設定が妥当である

B 対象の変更 の余
地がある

４．目 的（意図）の設定
は妥当です か

A　目的（意図）は
明確で上位の施 策
に合致してい る

B 目的（意図）は 上
位の施策 に合致し
てい ない点が ある

５．期待され た成果は得
られました か（成果 指標
の目標値への達成度）

Ａ　期待した とお り
の成果があった

Ｂ　 概ね期待した と
おりの成果があった

Ｃ　 期待し たほどの
成果がみられなか
った

Ｄ　成 果が少なく今
後も向上する見込
みがない

６．連携 可能な事務事
業はあり ますか（町以外
の取り組みも含めて）

Ａ　既に 実施してい
る

Ｂ　 今後は可能性が
ある

Ｃ　 今後も可能 性
がない

７．成果 を下げずにコス
ト（事業費・人件費）を削
減できます か

Ｃ　 一部検 討の余
地あり

８．受益 者負担は適切
ですか

Ｃ　 一部検 討の余
地あり

９． 現在の事業内容 （サ
ービ ス）に対して、対象
の声やニーズを把握し
ています か

Ａ　アンケート など
具体的な方 法で把
握してい る

Ｂ　 日常業務の中で
把握してい る
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